
 

1 

 

 

2018 年９月 14 日 

各  位 

会 社 名  株 式 会 社 バ ロ ッ ク ジ ャ パ ン リ ミ テ ッ ド 

代 表 者 名  代 表 取 締 役 社 長  村 井  博 之 

（コード番号： 3548 東証第一部） 

問合わせ先  取 締 役 常 務 執 行 役 員  経 営 企 画 室 長 

池 内  秀 樹 

TEL 03－5738－5775 

決算期変更に伴う決算期変更に伴う決算期変更に伴う決算期変更に伴う 2019201920192019 年年年年２２２２月期月期月期月期通期通期通期通期業績予想の修正に業績予想の修正に業績予想の修正に業績予想の修正に関するお知らせ関するお知らせ関するお知らせ関するお知らせ    

 

当社は2018年４月25日開催の第19期定時株主総会において、事業年度を毎年３月１日より翌年２月

末日までに変更する旨決議しております。また、2018年３月15日付「決算期（事業年度の末日）の変

更及び定款一部変更に関するお知らせ」にて、2019年２月期（第20期）の業績見通しにつきましては、

詳細が確定次第お知らせする旨公表しておりました。 

上記理由及び最近の業績動向も踏まえ、2018年３月15日に公表した2019年１月期通期連結業績予想

を2019年２月期の連結業績予想へ修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2019 年２月期通期業績予想数値の修正（2018 年２月１日から 2019 年２月 28 日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 

2018 年２月１日から

2019 年１月 31 日 

（12 ヶ月） 

百万円 

71,306 

百万円 

4,233 

百万円 

4,780 

百万円 

3,287 

円 銭 

90.71 

今回修正予想（Ｂ） 

2018 年２月１日から

2019 年２月 28 日 

（13 ヶ月） 

72,086 4,092 4,293 2,700 74.35 

増減額（Ｂ－Ａ） 778 △142 △488 △587  

増減率（％）(Ｂ対Ａ） 1.1% △3.4% △10.2% △17.9%  

（参考）前期実績（Ｃ） 

（2018 年１月期） 
67,952 2,556 2,556 1,236 34.51 
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２．修正の理由 

当社は2018年４月25日開催の第19期定時株主総会において、事業年度を毎年３月１日より翌年２月

末日までに変更する旨決議しております。また、2018年３月15日付「決算期（事業年度の末日）の変

更及び定款一部変更に関するお知らせ」にて、2019年２月期（第20期）の業績見通しにつきましては、

詳細が確定次第お知らせする旨公表しておりました。上記理由及び最近の業績動向も踏まえ、以下 

３月15日公表の業績予想を修正するものです。 

 

当第２四半期累計期間におきましては、国内既存店売上高が当初計画を下回ったこと等により、 

売上高は前年同期比 1.6%増に留まりました。一方、発注品番数の絞り込み、各商品における発注数

量の精緻化、閑散期生産の活用等 SCM 改革を着実に遂行した結果、仕入原価率の低減及びプロパー販

売強化を実現し、売上高総利益率は前年同期比大幅に改善しました。加えて、広告宣伝費の抑制や人

員効率の改善等による人件費の低減等により、営業利益は前年同期比 15.3 億円改善しました。 

 

通期連結業績におきましては、決算期の変更により 2019 年２月度を加算した 13ヶ月決算となるた

め、売上高は当初計画を上回る見通しの一方で、営業利益につきましては、営業赤字月となる 2月が

加わることで、前回予想を下回る見込みとなります。 

 

売上高につきましては、当第２四半期累計期間における国内既存店売上の計画未達や、度重なる自

然災害等の心理的影響等を考慮し、下期売上計画を慎重に見直したものの、13 ヶ月決算となること

から売上高は前回予想を 778 百万円上回る見込みとなります。 

 

営業利益につきましては、当第２四半期累計期間に続き、下期においても売上高総利益率の改善、

並びに販売管理費の抑制を見込み、12 ヶ月決算では予想を上回る見通しではあるものの、今般加算

される２月度は例年シーズン立ち上がりの営業赤字月のため、前回予想を 142 百万円下回る見込みと

なります。 

 

経常利益については、中国事業がニューリテール構想の初年度にあたることもあり、持分法投資利

益が通期で前年を上回る見通しであるものの、伸びが想定を下回る等の要因により、前回予想を 488

百万円下回る見込みであります。また、赤字店舗の減損処理による特別損失も見込んでおり、親会社

に帰属する当期純利益は予想を 587 百万円下回る見込みです。 

 

以上の結果、親会社株主に帰属する当期純利益を 2,700 百万円に修正させていただきます。 

 

なお、年間配当予想については、株主の皆様に対して安定的に配当を継続していくことを重視して

いることから、一株当たり 38円のまま据え置いております。 

 

（注）上記業績予想については、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前

提に基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

以上 


